





























































































央公論新社、二〇一二年） 、拙稿「源頼朝のイメージと王権」 （ 『歴史評論』六四九号、二〇〇四年） ・ 「 「東国武士」の実像」 （高橋修編『実像の中世武士団
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令諸制及び令外官の研究』角川書店 一九六七 〔名著普及会復刻版、一九八六年〕に収録） 、羽下徳彦「中世本所法における検断の一考察」 （石母田正・佐藤進一編『中世の法と国家』東京大学出版会、一九六〇 ） 、大饗亮『律令制下の司法と警察』 （大学
58




世社会史の研究』東京大学出版会、一九九一年、初出一九八六年） 、告井幸男『摂関期貴族社会の研究』 （塙書房、二〇〇五年） 。なお、上記文献については坂口太郎・小川弘和氏の御教示を得た。
（４
‌‌ ）石井進「中世成立期軍制研究の一視点─国衙を中心とする軍事力組織について─」 （ 『史学雑誌』第七八編第一二号、 一九六九年） 。
（５








‌ ）島田麻寿吉『徳島市郷土史論』 （泉山会出版部、 一九三二年） 、 田中省三「一宮氏の系図」 （ 「阿波一宮城」編集委員会編『阿波一宮城』徳島市立図書館、一九九三年） 、福家清司「鮎喰川流域 武士団」 。
（８

















































































ならない。彼が田口大明神 社司として田口を名乗ったとい 可能性を完全に否定することはできない 、 成良が 「田口」を称したことを示す史料は皆無であり、阿波国内には成良が名乗るに相応しい領域地名としての「田口」は検出できないのである。　『
平家物語』ばかりか『吾妻鏡』にも田口氏と記されていない「阿波民部（大夫）成良」が、なぜ「田口」成良と






































































一九九三年、初出一九五七年） 、福家清司「院政期 おける阿波国一宮社とその成立事情について」 、同「鮎喰川流域の武士団」 、
十二世紀末における阿波国の武士団の存在形態─いわゆる「田口成良」の実像を中心に─
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‌‌ ）元木泰雄「王朝守護の 力」 （薗田香融編『日本仏教の史的展開』塙書房、一九九九年） 。
（６
‌‌ ）山下知之「阿波国における 展開─平安末期を中心に─」 。
（７


















































































































‌ ）北川忠彦「屋嶋合戦の語りべ」 （ 『軍記物論考』三弥井書店、一九八九年、初出一九七八年） 、佐伯真一「屋島合戦と「屋島語り」についての覚書」 （青山学院大学総合研究所人文学研究センター『研究叢書』第一二号、 九 。
（２
‌ ） 『平家物語』諸本における近藤親家の所見については、長谷川隆「 平家物語 屋島の合戦における近藤六親家」 （ 『高松工業高等専門学校研究紀要 二八、 一九九三年）を参照されたい。
（３）島田麻寿吉『徳島市郷土史論』一五四頁。（４































































































通史編』 （香川県、一九八九年） 、野中寛文「讃岐武士団の成立─『綾氏系図』をめぐって─」 （ 『四国中世史研究』
創刊号、一九九〇年） 。
（２
‌ ） 野中寛文 「讃岐武士団の成立─ 『綾氏系図』 をめぐって─」 、 岩田慎平 「小鹿島橘氏の治承 ・ 寿永内乱─鎌倉幕府成立史に寄せて─」（ 『紫苑』第八号、二〇一〇年） 。
（３
























































‌ ）たとえば伊豆の北条時家（時政の祖父）などのように、中央から目代・沙汰人などとして下向した人物が在地豪族の娘と婚を通じるような形が一般的に見られたようである。拙稿「 「京武者」の東国進出とその本拠地について─大井・品川氏と北条氏を中心に─」参照。ちなみに、 『曾我物語』 （巻第五）によると、伊豆の在庁狩野介茂光の孫娘である曽我兄弟の母も目代との間に一男一女をもうけている。
（２
‌ ）五味文彦「阿波民部大夫と六条殿尼御前」 、同「東大寺浄土堂の背景」 （同『院政期社会 研究』山川出版社、一九八四年） 、大石雅章「博物館での新鮮な感動」 （徳島県立博 館会報『アワーミュージアム』第二三号、二〇〇三年） 、石躍胤央ほか『徳島県の歴史』 （山川出版社、二〇〇七年）七六〜七九頁。
（３
‌ ） 『群書類従』所収『紀氏系図』 どによると、重源は滝口・左馬允を歴任した紀季重の子で、俗名は重貞という。一族の多くは「季」を名の通字としており、滝口や武者所をへて馬允・兵衛尉・衛門尉に至る官途を歩む あった。 『山槐記 久寿二年（一一五五）八月二十八日条に後白河天皇の滝口 し 所見する紀重遠もこの一族の出身であろう。
（４




‌ ）拙著『坂東武士団の成立と発展』 ・ 『中世東国武士団の研究』 。
（６
‌ ）目代およびその職能的な出身階層、あるいは在庁との関係については、飯沼賢司「在庁官人制成立の一視角─子姪郎等有官散位を中心として─」 （ 『日本社会史研究』二〇号、 一九七九年） 、関幸彦『国衙機構の研究』 （吉川弘文館、 一九八四年） 、泉谷康夫「平安時代における国衙機構の変化─目代を中心として─」 （同『日本中世社会成立史の研究』髙科書店、一九九二年 初出一九七七年） 、大津透「平安時代の地方官職」 （山 裕・鈴木一雄編『平安貴族の環境』至文堂、一九九四年） 吉永壮志「平安時代後期における目代の具体像」 （ 『待兼山論叢』第四五号、史学篇、二〇 一年）を参照されたい。
（７
‌ ）壇ノ浦合戦に熊野水軍が義経軍に加わっている や室町・戦国期に阿波国を 拠とする細川氏や三好氏が和泉国の堺を拠点として京都への支配を行ったこ が想起されよう。ちなみに、元暦 （文治元）年二月十六日、すなわち義経が摂津渡辺から阿波に船を発した日 前日に、大鳥郷司兵衛尉忠信 代官による濫行停止を命ずる和泉国司 庁宣が発給されている（ 『平安遺文』四二三一号） 。兵衛尉忠信とは源義経の腹心佐藤忠信 ことである。義経が四 征討の前提に忠信を大鳥郷司に任じ、これに応じた忠信の行動が、この庁宣の発給 結びついているのかも知れない。
（８















） 」 （ 【研究代表者】野口実【研究協力者】岩田慎平・畠山誠・前川佳代・藪本勝治）の
成果の一部である。このほか、 当該共同研究の成果としては、 岩田慎平「武士論からみる中世前期 ・ 後期 分岐─吉田賢司氏「武家編 の転換と南北朝内乱」 接して─」 （京都女子大学宗教・文化研究所ゼミナール『紫苑』第一一号、二〇一三年）がある。
〔追記
‌ 〕本稿提出後、森公章氏の論文「古代阿波国と国郡機構─観音寺遺跡出土木簡を手がかりに─」 （ 『海南史学』第五〇号、二〇一二年。のちに若干の補訂を加えて、同著『在庁官人と武士の生成』吉川弘文館、二〇一三年、に収録）に、 「河人成俊問注申詞記」の分析をはじめ、十二世紀における の在地勢力に触れる部分のあったことに気づいた。粟田氏と古代以来の伝統的豪族である粟凡直氏と 連続性が示唆され い こ など、古代史側 立場から注目すべき見解が多い。見落 しの不明をお詫び申し上げ と共に御参照を願うところであ 。 （初校 際して）
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